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目　　　的
　今日、生産者や漁協などでは直売所や朝市
などを通して、地元で生産された水産物（以
下、地場水産物という）を地元で消費しよう
という、いわゆる地産地消の取り組みを推進
しています。地産地消を推進することは、食
の安全・安心に対する消費者ニーズに応える
ためにも、また、食育の推進やわが国の魚食
文化を守り伝えていくためにも重要です。
　そこで本研究では、横浜市漁業協同組合柴
支所の小柴名産直売所（図）への来店者に対
するアンケート調査に基づき、どのような消
費者が直売所の地場水産物をよく購入するの
かを計量的に明らかにしました。

結果と解析
　直売所は、時化で出漁できない日を除き、
基本的に毎週日曜日に営業しており、その日
に柴漁港で水揚げされた鮮魚と活魚のみを販
売しています。アンケート調査は、2009年7
月12日、8月2日、8月9日の3日間おこない、
直売所の外で来店者に直接記入していただき
ました。アンケート回収数は307、計測に使
用した有効回答数は226（73.6%）でした。ア
ンケートで得られたデータから、地場水産物
に対する消費者意識や消費者行動、消費者属
性に関する項目を、説明変数として採用し、
ロジットモデルを用いた計測をおこないまし
た。計測結果から、直売所の地場水産物をよ
く購入する消費者の特徴は、次の通りです。
ⅰ 消費者意識に関する項目では、普段の鮮魚
購入時に「価格を重視せず」、「新鮮さを重
視する」、「より詳細な産地名に関心がある」、

「地場水産物に対して美味しそうなイメー
ジを持つ」回答者でした。

ⅱ 消費者行動に関する項目では、「普段から
地場水産物をよく購入している」、いわゆ
る地場水産物に対するリピーターでした。

ⅲ 消費者属性に関する項目では、「より高齢
の世代」、「男性」でした。

　以上の計測結果を活用していくことが、地
場水産物の消費拡大・定着を図る上で重要で
あると考えます。

波 及 効 果
　生産者や漁協など売り手側にとって、地場
水産物に対する消費者評価を把握し活用する
ことが、地場水産物の販売促進、そして、地
産地消の推進につながるものと考えます。
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